
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘導サービスを受けるユーザが保持し、誘導サービスに関連する誘導情報を受信し、出
力すると共に、情報入力が可能な携帯情報端末と、
　前記ユーザが保持する携帯情報端末の位置を検出する位置検出手段と、
　現在位置から目的地までの誘導経路を示す前記誘導情報を作成する誘導手段と、
　該誘導手段により作成された誘導情報を前記携帯情報端末に通知する通知手段と、
　前記誘導手段に対して強制誘導を指示する強制誘導指示手段とを有し、
　前記携帯情報端末から目的地が指示された場合には、前記誘導手段は当該指示された目
的地までの誘導情報を作成し、前記強制誘導指示手段から強制誘導が指示された場合には
予め定められた避難場所に目的地を強制的に設定して、当該避難場所までの誘導情報を作
成し、前記通知手段は、強制誘導が指示されていない場合には前記携帯情報端末から指示
された目的地までの誘導情報を通知し、強制誘導が指示された場合には避難場所までの誘
導情報を強制的に通知
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し、
　さらに、
　前記携帯情報端末から目的地が指示された場合には、指示された目的地についての所定
期間内でのこれまでの目的地の指示数を計数する手段と、
　当該計数結果が予め定められた許容範囲内にあるか否かを判定する判定手段と、
　該判定手段により許容範囲内にありとの判定が得られた場合には、前記携帯情報端末か
らの目的地の指示を受付け、許容範囲内になしとの判定が得られた場合には、以後のその



ことを特徴とする誘導システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の誘導システムにおいて、前記誘導手段は、予め定められた複数の避難
場所候補までの距離を計算して比較し、最短距離の避難場所を最終目的地とすることを特
徴とする誘導システム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の誘導システムにおいて、誘導サービスとして位置のみの通知
サービスがさらに用意されており、該位置の通知サービスが前記携帯情報端末から要求さ
れた場合には、前記通知手段は前記位置検出手段により検出された位置のみを前記携帯情
報端末に通知することを特徴とする誘導システム。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の誘導システムにおいて、位置に関連し、ユー
ザに提供するための位置関連情報を記憶したデータベースをさらに有し、前記通知手段は
前記位置検出手段により検出された位置に対応する位置関連情報を前記データベースから
取り出して、前記携帯情報端末に通知することを特徴とする誘導システム。
【請求項５】
　誘導サービスを受けるユーザが保持する、誘導サービスに関連する誘導情報を受信し、
出力すると共に、情報入力が可能な携帯情報端末の位置を、誘導システム側で検出し、
　前記携帯情報端末から目的地が指示された場合には、前記誘導システムは現在位置から
当該指示された目的地までの誘導経路を示す誘導情報を作成し、
　強制誘導が前記誘導システムに対して誘導システム保有者の操作者から指示された場合
には、前記誘導システムは予め定められた避難場所に目的地を強制的に設定して、現在位
置から当該避難場所までの誘導経路を示す誘導情報を作成し、
　強制誘導が指示されていない場合には、前記誘導システムは前記目的地までの誘導情報
を前記携帯情報端末に通知し、
　強制誘導が指示された場合には、前記誘導システムは前記避難場所までの誘導情報を前
記携帯情報端末に強制的に通知

　ことを特徴とする誘導方法。
【請求項６】
　請求項 に記載の誘導方法において、前記誘導システムは、予め定められた複数の避難
場所候補までの距離を計算して比較し、最短距離の避難場所を最終目的地とすることを特
徴とする誘導方法。
【請求項７】
　請求項 または に記載の誘導方法において、誘導サービスとして位置のみの通知サー
ビスがさらに用意されており、該位置の通知サービスが前記携帯情報端末から要求された
場合には前記誘導システムは検出された位置のみを前記携帯情報端末に通知することを特
徴とする誘導方法。
【請求項８】
　請求項 から請求項 のいずれかに記載の誘導方法において、位置に関連し、ユーザに
提供するための位置関連情報を記憶したデータベースを前記誘導サービスがさらに有し、
前記誘導システムは、検出された位置に対応する位置関連情報を前記データベースから取
り出して、前記携帯情報端末に通知することを特徴とする誘導方法。
【発明の詳細な説明】
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目的地についての誘導の指示を受け付けない制御手段とを備えた

し、
　さらに、前記携帯情報端末から目的地が指示された場合には、指示された目的地につい
ての所定期間内でのこれまでの目的地の指示数を計数し、
　当該計数結果が予め定められた許容範囲内にあるか否かを判定し、
　許容範囲内にありとの判定が得られた場合には、前記携帯情報端末からの目的地の指示
を受付け、許容範囲内になしとの判定が得られた場合には、以後のその目的地についての
誘導の指示を受け付けない制御を行う

５

５ ６

５ ７



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ユーザの移動に伴う誘導案内を行う誘導システムおよび方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の経路などの誘導方法では掲示板によりユーザの移動方向を案内することが多い。な
お、車に搭載したナビゲーションシステムにより目的地までの経路案内を行う方法もよく
知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
掲示板などによる誘導は、ユーザが掲示板の設置場所から離れてしまうと、ユーザは迷子
になりやすいという欠点がある。
【０００４】
また、自動車に搭載するナビゲーションシステムは装置そのものが大型で、人間が携帯で
きないという欠点がある。
【０００５】
そこで、本発明の目的は、歩行している人間に対して経路を誘導可能で、かつユーザの行
動に制約を与える影響が少ない誘導システムおよび方法を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するために、請求項１の発明は、誘導サービスを受けるユーザが
保持し、誘導サービスに関連する誘導情報を受信し、出力すると共に、情報入力が可能な
携帯情報端末と、前記ユーザが保持する携帯情報端末の位置を検出する位置検出手段と、
現在位置から目的地までの誘導経路を示す前記誘導情報を作成する誘導手段と、該誘導手
段により作成された誘導情報を前記携帯情報端末に通知する通知手段と、前記誘導手段に
対して強制誘導を指示する強制誘導指示手段とを有し、前記携帯情報端末から目的地が指
示された場合には、前記誘導手段は当該指示された目的地までの誘導情報を作成し、前記
強制誘導指示手段から強制誘導が指示された場合には予め定められた避難場所に目的地を
強制的に設定して、当該避難場所までの誘導情報を作成し、前記通知手段は、強制誘導が
指示されていない場合には前記携帯情報端末から指示された目的地までの誘導情報を通知
し、強制誘導が指示された場合には避難場所までの誘導情報を強制的に通知

ことを特徴とする。
　請求項２の発明は、請求項１に記載の誘導システムにおいて、前記誘導手段は、予め定
められた複数の避難場所候補までの距離を計算して比較し、最短距離の避難場所を最終目
的地とすることを特徴とする。
【０００７】
　請求項 の発明は、請求項１ に記載の誘導システムにおいて、誘導サービスと
して位置のみの通知サービスがさらに用意されており、該位置の通知サービスが前記携帯
情報端末から要求された場合には前記通知手段は前記位置検出手段により検出された位置
のみを前記携帯情報端末に通知することを特徴とする。
【０００８】
　請求項 の発明は、請求項１ に記載の誘導システムにおいて、
位置に関連し、ユーザに提供するための位置関連情報を記憶したデータベースをさらに有
し、前記通知手段は前記位置検出手段により検出された位置に対応する位置関連情報を前
記データベースから取り出して、前記携帯情報端末に通知することを特徴とする。
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し、さらに、
　前記携帯情報端末から目的地が指示された場合には、指示された目的地についての所定
期間内でのこれまでの目的地の指示数を計数する手段と、当該計数結果が予め定められた
許容範囲内にあるか否かを判定する判定手段と、該判定手段により許容範囲内にありとの
判定が得られた場合には、前記携帯情報端末からの目的地の指示を受付け、許容範囲内に
なしとの判定が得られた場合には、以後のその目的地についての誘導の指示を受け付けな
い制御手段とを備えた

３ または２

４ から請求項３のいずれか



【００１０】
　請求項 の発明は、誘導サービスを受けるユーザが保持する、誘導サービスに関連する
誘導情報を受信し、出力すると共に、情報入力が可能な携帯情報端末の位置を、誘導シス
テム側で検出し、前記携帯情報端末から目的地が指示された場合には、前記誘導システム
は現在位置から当該指示された目的地までの誘導経路を示す誘導情報を作成し、強制誘導
が前記誘導システムに対して誘導システム保有者の操作者から指示された場合には、前記
誘導システムは予め定められた避難場所に目的地を強制的に設定して、現在位置から当該
避難場所までの誘導経路を示す誘導情報を作成し、強制誘導が指示されていない場合には
、前記誘導システムは前記目的地までの誘導情報を前記携帯情報端末に通知し、強制誘導
が指示された場合には、前記誘導システムは前記避難場所までの誘導情報を前記携帯情報
端末に強制的に通知

ことを特徴とする。
　請求項 の発明は、請求項 に記載の誘導方法において、前記誘導システムは、予め定
められた複数の避難場所候補までの距離を計算して比較し、最短距離の避難場所を最終目
的地とすることを特徴とする。
【００１１】
　請求項 の発明は、請求項 または に記載の誘導方法において、誘導サービスとして
位置のみの通知サービスがさらに用意されており、該位置の通知サービスが前記携帯情報
端末から要求された場合には前記誘導システムは検出された位置のみを前記携帯情報端末
に通知することを特徴とする。
【００１２】
　請求項 の発明は、請求項 から請求項 のいずれかに記載の誘導方法において、位置
に関連し、ユーザに提供するための位置関連情報を記憶したデータベースを前記誘導サー
ビスがさらに有し、前記誘導システムは、検出された位置に対応する位置関連情報を前記
データベースから取り出して、前記携帯情報端末に通知することを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００１５】
最初に本発明を適用した誘導方法を説明する。
【００１６】
日常時のユーザナビゲーションとは、ユーザの存在する場の状況に応じて、適切な情報の
提示、道案内、順路の計画などを指す。広くは日常時の人間の生活に係わるすべてに対す
る情報支援ということになるが、ここではより限定的に都市、街角、屋内におけるユーザ
支援を想定し、特にテーマパークやビル内等の比較的閉じた環境を例題として取り上げる
。
【００１７】
ユーザは位置情報を検出可能な携帯情報端末（ユーザ端末とも称す）を所持しており、自
分の情報（属性、嗜好、意図等）を携帯情報端末経由でナビゲーションサーバに知らせる
。ナビゲーションサーバおよび後述の情報提示サーバを備えた誘導システムをインフラ側
が保有する。ナビゲーションサーバは携帯情報端末を保有するユーザの位置を検出し、検
出した位置に基づいて経路案内に関する誘導情報を作成する。作成された誘導情報および
上記検出した位置に関連する種々の関連情報が情報提示サーバを介してユーザの携帯情報
端末に送られる。携帯情報端末は、送られた誘導情報を携帯情報端末の表記などに出力（
表示）する。
【００１８】
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５

し、さらに、前記携帯情報端末から目的地が指示された場合には、指
示された目的地についての所定期間内でのこれまでの目的地の指示数を計数し、当該計数
結果が予め定められた許容範囲内にあるか否かを判定し、許容範囲内にありとの判定が得
られた場合には、前記携帯情報端末からの目的地の指示を受付け、許容範囲内になしとの
判定が得られた場合には、以後のその目的地についての誘導の指示を受け付けない制御を
行う

６ ５

７ ５ ６

８ ５ ７



誘導システムのサービスとしては、
（１）検出位置および関連情報の提示
（２）暗黙的な誘導および関連情報の提示
（３）強制的な誘導
の３段階が用意されている。
【００１９】
（１）の検出位置および関連情報の提示サービスは、ユーザに対してユーザの位置および
位置に関連する関連情報を提示するだけのサービスである。このサービスを受ける場合に
は、ユーザは携帯情報端末を使用してナビゲーションサーバに対して、受けたいサービス
の種類を連絡（登録）する。
【００２０】
（２）の暗黙的な誘導および関連情報の提示サービスは、いわゆる順路や目的地までの経
路を誘導するための案内情報（誘導情報と総称する）とユーザの位置に関連する種々の関
連情報（たとえば、ユーザの位置の近くにある見所など）を提示するサービスである。な
お、経路情報の中にユーザの現在位置を含めてもよい。
【００２１】
　このサービスを受ける場合にはユーザは携帯情報端末を使用してナビゲーションサーバ
に対して、受けたいサービスの種類を連絡（登録）すると共に、目的 、経由 あるいは
、希望コース、自分の嗜好など、誘導経路を決定するためのユーザ要望情報をも連絡する
。
【００２２】
（３）の強制的な誘導サービスは、火事、地震など、緊急避難を要する場合にインフラ側
が強制的に提供するサービスである。このサービスについては強制的にユーザの携帯情報
端末に対して誘導情報が提示されるので、ユーザ側から誘導システムに対して連絡をとる
必要はない。
【００２３】
　誘導システムはユーザの携帯情報端末から連絡を受けると連絡された情報提示サービス
（上記（１）または（２） を終了まで続行する。終了すべき時点は、ユーザの携帯情報
端末からサービス終了の要求があった時点、サービス提供区域（この場合、テーマパーク
）からユーザが退出した時点等である。
【００２４】
ユーザの緊急避難を要する場合には、システム操作者の手動指示を受けて、各ユーザの現
在位置から最も好適な避難場所の位置を計算し、その避難場所に、誘導案内の目的地とし
て強制的に設定する。以下、その目的地に向けての誘導案内が誘導システムにより行われ
る。
【００２５】
以上のような誘導方法を実現するためのシステム構成を図１に示す。
【００２６】
図１において、１００は誘導サービスを携帯情報端末（ユーザ端末）に対して提供する誘
導システムである。誘導システム１００はナビゲーションサーバ１０および情報提示サー
バ２０を有する。ナビゲーションサーバ１０はユーザの現在位置、目的地および必要があ
れば経由地に基づき目的地までの最適経路を決定するためのナビゲーションプログラム、
ユーザの携帯情報端末３００および情報提示サーバ２０と通信を行う通信プログラムおよ
びユーザの要求を受け付けるための画面案内情報を内部に搭載している。ナビゲーション
プログラムは車に搭載されるナビゲーションプログラムとほぼ同様のものを使用すること
ができるので、詳細な説明は要しないであろう。通信プログラムはユーザの携帯情報端末
および情報提示サーバ２０との通信の形態に応じて周知の適切なものを使用すればよい。
【００２７】
情報提示サーバ２０は、位置に関連してユーザに提示する関連情報を蓄積したデータベー
スを有する。また、このデータベースに対して蓄積情報の読み書きを行うためのプログラ
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ム、ナビゲーションサーバ１０およびユーザの携帯情報端末と通信を行うための通信プロ
グラムが情報提示サーバに搭載されている。
【００２８】
ナビゲーションサーバ１０および情報提示サーバ２０には市販のサーバ用コンピュータを
使用することができる。
【００２９】
２００は誘導システム１００と携帯情報端末３００との間に介在する通信ネットワークで
あり、この形態では通信ネットワーク２００との間は無線による通信が行われ、誘導シス
テム１００と通信ネットワーク２００との間は有線での通信が行われる。通信ネットワー
ク２００は携帯情報端末の位置を検出する機能を有する。この形態では、携帯情報端末３
００として携帯電話を使用するので、通信ネットワーク２００は携帯電話が定期的に発生
する識別番号（電話番号）を検知することにより携帯情報端末３００の位置を検出する。
【００３０】
３００は誘導システム１００と通信ネットワーク２００を介して通信が可能で、誘導情報
を出力可能な携帯情報端末である。本実施形態では、携帯情報端末として携帯電話を例と
するが、これに限らず、上記機能を有する種々の携帯情報端末を使用することができる。
【００３１】
このようなシステム構成で情報処理システム１００により誘導サービスを行うための処理
手順を図２に示す。
【００３２】
　（誘導サービスの登録）
　ユーザは自己の携帯情報端末３００の通信機能を利用して誘導システム１００のナビゲ
ーションサーバ１０と接続する。より具体的には、ナビゲーションサーバ１０内に記憶さ
れているサービス登録用画面を読み出して、携帯情報端末３００の表示器に表させる。登
録用画面により誘導システムが提供する２つのサービス（上述の（１）および（２）のサ
ービス が行われることが案内される。ユーザは携帯情報端末３００のテンキーを使用し
て、所望のサービスを選択する。また、（２）の誘導案内サービスを選択した場合には、
ユーザが行きたい場所および最終目的地を上記テンキー（文字キー）を利用して入力する
。これらの入力情報と携帯情報端末３００を識別するための識別情報、この形態では、携
帯電話機の電話番号とが、携帯情報端末３００から通信ネットワーク２００を介して誘導
システム１００のナビゲーションサーバ１０に送られる。
【００３３】
ナビゲーションサーバ１０は送られた識別情報と提供サービスに関する入力情報を内部の
記憶装置に登録する（図２のステップＳ１０）。ナビゲーションサーバ１０はユーザが選
択したサービスが（１）の位置検出サービスのみか否かを判定し、位置検出サービスが選
択された場合には手順をステップＳ２０からステップＳ３０へと進める。
【００３４】
一方、ユーザが（２）の誘導サービスを選択した場合には手順をステップＳ２０からステ
ップＳ１００へと進める。
【００３５】
（位置検出サービスが選択された場合）
通信ネットワーク２００は携帯情報端末３００の各々の位置を検出すると、検出した位置
と携帯情報端末３００の識別情報とをナビゲーションサーバ１０に通知する。ナビゲーシ
ョンサーバ１０は通知された位置（情報）および識別情報を情報提示サーバ２０に転送す
る（ステップＳ３０）。
【００３６】
情報提示サーバ２０は、転送された位置情報に基づいてデータベースを検索し、上記位置
情報に関連する関連情報を取り出す。取り出された関連情報と上記検出位置が識別情報の
示す携帯情報端末３００に送られて、その表示器により表示される（ステップＳ４０）。
以下、ユーザからサービスの終了指示があった場合や、検出位置がサービス提供区域外と
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判断された場合には、ステップＳ５０の判定で、サービス終了と判断されて、図２の処理
手順が終了する。なお、このとき案内の終了をユーザに提示したい場合には、ステップＳ
４０から手順をステップＳ１３０に進めて、手順を終了すればよい。サービス終了時点で
はない場合には、手順はステップＳ３０に戻り、以下、位置検出、検出位置および関連情
報の提示処理が繰り返し実行される。
【００３７】
（誘導サービスが選択された場合）
ユーザが上述の（２）の誘導サービスを選択した場合には、ナビゲーションサーバ１０は
出発地、目的地、経由地等の情報からユーザに好適な誘導経路をナビゲーションプログラ
ムにより決定し、誘導を開始する（ステップＳ１００）。ナビゲーションサーバ１０は通
信ネットワーク２００により検出された位置をステップＳ１１０で受け付ける。検出した
位置が誘導経路と合致せず、許容範囲を逸脱した場合には、警告情報および警告を送信す
べき携帯情報端末３００の識別情報を情報提示サーバ２０に転送する。
【００３８】
検出した位置が誘導経路に沿っている場合には、検出位置を含む現在位置から次の位置へ
の誘導情報と識別情報とをナビゲーションサーバ１０から情報提示サーバ２０へ転送する
。
【００３９】
情報提供サーバ２０はユーザが誘導経路に沿って移動している場合には、転送されてきた
誘導情報に対応する関連情報をデータベースから取り出して携帯情報端末３００に送信す
る（ステップＳ１２０）。
【００４０】
ナビゲーションサーバ１０は、サービスの終了有無判定をステップＳ１３０で行って、サ
ービスを続行する必要がある場合には手順をステップＳ１２０に戻して、ステップＳ１２
０～Ｓ１３０のループ処理により誘導サービスを繰り返し実行する。ユーザがサービス提
供区域から出たり、ユーザからサービス終了の指示が送られてきたときには、その旨が情
報提示サーバ２０に送られて、サービス終了の案内が携帯情報端末３００に送られて、図
２の手順が終了する（ステップＳ１２０→Ｓ１３０→エンド）。
【００４１】
（強制誘導）
ユーザを緊急避難させる必要がある場合、インフラ側の操作者はナビゲーションサーバ１
０のキーボード（あるいはマウス）により強制誘導サービスの実行を指示する。この指示
を受けると、ナビゲーションサーバ１０は記憶装置に識別情報（電話番号）と関連付けて
記憶されているユーザの現在位置情報を取り出して、予め定めてある避難場所、たとえば
、入り口、出口などの中から最短距離の避難場所およびそこまでの誘導経路を計算する。
この計算は、現在位置情報の示す位置を出発地、避難場所候補を最終目的地として従来方
法により距離を計算する。次に、複数の避難場所候補について得られた距離を比較するこ
とにより最短距離の避難場所を見つけることができる。この避難場所を最終目的とする誘
導経路を従来方法により取得する。
【００４２】
このようにして、避難場所の位置情報が得られると、記憶装置に記憶されている携帯情報
端末３００の識別情報に関連付けて、避難場所の位置情報が最終目的地として設定される
（ステップＳ２００→Ｓ２１０）。
【００４３】
以後、ナビゲーションサーバ１０は、上述の（２）の誘導サービスと同様にして、ステッ
プＳ１２０→Ｓ１３０→Ｓ１１０のループ処理を繰り返し実行して、避難場所までの誘導
を情報提示サーバ２０と共同して実行する。
【００４４】
上述の実施形態に他に次の形態を実施できる。
１）位置検出手段は、上述の形態では通信ネットワーク２００であったが、使用する携帯
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情報端末３００の種類に応じて適宜設ければよい。たとえば、誘導サービス提供区域内に
複数の位置検出機器を設け、有線あるいは無線により携帯情報端末３００と位置検出器と
を接続し、位置検出器からナビゲーションサーバ１０に検出位置を連絡するようにしても
よい。
２）上述の実施形態ではナビゲーションサーバ１０と情報提示サーバ２０とにより誘導シ
ステムの処理を分担して実行したが、１台のコンピュータで誘導システム１００を構築し
てもよいし、２台以上のコンピュータで誘導システム１００を構築してもよい。
３）携帯情報端末３００は、携帯電話機以外でもよい。また、インフラ側が携帯情報端末
３００を保有し、入場者に携帯情報端末３００を提供してもよい。
４）誘導情報の案内には地図を表示してもよいし、音声で「直進です」とう音声で誘導を
行ってもよい。
５）上記実施形態にさらに下記の機能を持たせることができる。
【００４５】
　 情報端末３００の保有者は、
・いますぐに訪問したい希望地

ある一定期間（例えば１日）の間に訪問したい希望地
・ある一定期間（例えば１日）の間に可能ならば訪問したい希望地
　などの情報を誘導システム１００に提供することにより、誘導システム１００側で同一
の目的地についての多数のユーザの間の希望を調整し、誘導システム１００の効率をあま
り落とすことなく、かつユーザの希望をある程度満たすような、システム全体の訪問プラ
ンを作成し、それを個々のユーザに提示する。
【００４６】
また、誘導サーバは必要に応じて、個々のユーザに対して誘導プランの変更とそれに伴う
補償を行うことができる。例えば、あるユーザに対して「ある訪問先を断念してもらえる
ならば、その補償として他のユーザが希望する訪問先への優先的な誘導を行う」などの提
案を行うことができ、これにより誘導サーバはシステム全体の効率の向上、混雑の緩和な
どを図ることができる。このようなサービスを実現するためのナビゲーションサーバ１０
の処理内容を説明しておく。
【００４７】
携帯情報端末３００から目的地が指示された場合には、ナビゲーションサーバ１０は指示
された目的地についての所定期間内でのこれまでの目的地の指示数を計数する。具体的に
は装置内部にユーザごとに記憶されている同一の目的地情報の個数を計数する。ナビゲー
ションサーバ１０はその計数結果が予め定められた許容範囲内にあるか否かを判定し、許
容範囲内にありとの判定が得られた場合には前記携帯情報端末３００からの目的地の指示
を受付けて、装置内部に指示された目的地を携帯情報端末３００の識別情報、すなわち、
ユーザに関連付けて記憶する。一方、許容範囲内になしの判定結果が得られた場合には、
以後のその目的地についての誘導の指示を受け付けないように制御する。この場合に、ナ
ビゲーションサーバ１０は代替えの目的地候補を提示したり、目的地の誘導をうけつける
ことができないなどのメッセージを携帯情報端末３００に送るとよい。
【００４８】
以上の処理を実行するためのプログラムは当業者であれば、上記処理内容の説明により容
易に作成できるであろう。
【００４９】
以上述べた改良形態の外にも種々の改良形態が可能である。その改良形態が特許請求の範
囲の記載に示される技術思想に基づくものである限り、その改良形態は本発明の技術的範
囲内となる。
【００５０】
【発明の効果】
以上、説明したように、請求項１、５の発明によれば、携帯情報端末を使用して誘導情報
を歩行しているユーザに提示することにより掲示板よりもきめ細かい誘導サービスを提供
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することができる。さらにはユーザが希望する目的地までの誘導を通常は行うので、ユー
ザの行動を制限することはなく、しかも、緊急避難を要する場合に、ユーザに好適な避難
場所まで、誘導することができる。
【００５１】
請求項２、６の発明ではさらに位置のみの情報サービスを提供することができるので、ユ
ーザが道に迷った場合に、ユーザは現在位置を知ることができる。
【００５２】
請求項３、７の発明は目的地までの誘導サービスの他、位置に関連した種々の情報をユー
ザに提供することができる。
【００５３】
請求項４、８の発明によれば、目的地に向かうユーザの人数調整を誘導システムが行うこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明実施形態のシステム構成を示すブロック図である。
【図２】誘導システムの処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１０　ナビゲーションサーバ
２０　情報提示サーバ
１００　誘導システム
２００　通信ネットワーク
３００　携帯情報端末
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